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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　第 8 回公社等外郭団体点検評価委員会は 2 月 18 日、町役場第
4 委員会室で開かれました。
　同委員会は、本年度施行の地方財政健全化法や公益法人制度改
革に対応するため、町が出資・出えんしている第三セクター等の
外郭団体の運営状況などについて点検評価をし、再構築を図れ
るよう検討し、町がとるべき措置について町長に報告することに
なっています。これは、総務省からの「第三セクター等の改革に
ついて」の通知によるもので、全国の都道府県や市町村が実施し
なければならないこととなっております。

外郭団体について調べます
外郭団体の運営状況を点検、評価

　翁島児童クラブの穴澤怜
れい

奈
な

さん（翁島小学校 6 年）、山本早
さ

希
き

さん（同 6 年）は 2 月 10 日、いなわしろホームを訪れ、入所し
ているお年寄りらに千羽鶴を 2 束贈呈しました。
　この千羽鶴は、同児童クラブの児童らが「おじいちゃん、おば
あちゃんたちにこれからも元気に過ごしてほしい」と願いをこめ
て折ったものです。2 人が千羽鶴を手渡すと、「ありがとう」と
いうお礼の言葉とともに周りのお年寄りからも一斉に拍手が送ら
れました。
　翁島児童クラブの皆さんありがとうございました。

長寿の願いを込めて千羽鶴
翁島児童クラブが千羽鶴を贈呈

後列左から山本さん、穴澤さん熱心に資料を読む委員ら

　猪苗代町補助金等適正化委員会の由井忠幸委員長は 1 月 29 日、
津金町長に委員会での審議結果を手渡しました。
　委員会では、昨年 12 月から審議を行い、補助金の適正化に向
け慎重な審議を重ねました。今回答申された内容には、事業費や
件数等に対する定率補助を除き原則として補助金の増額は行わな
いことや少額補助金の 21 年度限りでの廃止、繰越額が超過して
いる事業に対しては 21 年度補助金の交付を見合わせることなど
が示されました。
　今後はこの内容に基づき補助金を調整する予定です。

補助金の有効利用を考える
厳しくチェック、補助金の使い道

　猪苗代町農業委員会の渡部功会長は 1 月 28 日、津金町長のも
とを訪れ、緊急的農業経営安定対策に関する建議書を提出しまし
た。本町の農業を取り巻く厳しい情勢の打開策として提出された
のは、１．営農資金への支援について　2．低コスト農業の推進
について　３．地元産米の需要拡大について　４．集落営農への
支援について　５．耕作放棄地の解消に向けた決め細やかな取り
組みについて　６．ソバ原材料の安定供給について　７．農業情
報の発信について　８．農産物加工施設の整備について　など 8
項目についての建議です。

農業委員会が建議書を提出
本町農家の農業経営の安定のため

結果を手渡す由井委員長（右）と津金町長

建議書を手渡す渡部会長（左）と津金町長

　町内の薄
うすき

和子さん（酸川野）と遠藤マサコさん（伯父ヶ倉）の
2 人は 2 月 25 日、町役場を訪れ、世界選手権猪苗代大会の成功
への願いを込めて作った白鳥の置物を寄贈しました。
　白鳥は長方形の紙を折り、重ねて作ったもので、大きいものは
1,600 枚の紙を使用しているそうです。
　2 人が「世界に羽ばたくような大会になってほしい」と話すと、
津金町長も「選手もきっと白鳥のような見事な舞（ジャンプ）を
見せてくれますよ」と話しました。
　この白鳥は、大会中リステル猪苗代の選手控室に飾られました。

大会の成功に願いを込めて
手製の白鳥の置物で選手を歓迎

右から遠藤マサコさん、薄和子さん

　第 6 回「スノードリーム 2009」猪苗代綱引大会は 2 月 7 日、
カメリーナにおいて開催されました。
　先日開かれた第 25 回県綱引選手権大会、フェスタ女子の部で
優勝・準優勝を果たすなど活躍した猪苗代小学校 3 年生の父兄
チーム「猪小 1999」を筆頭に、佐藤歯科医院の女子従業員で組
織した「ミソ磐梯」、町商工会青年部、会津若松市のスポーツ少
年団、会津坂下町のチームなど４部門 14 チームが参加。
　参加したチームは、楽しみながらも真剣な表情で競技に挑み、
熱戦を繰り広げました。

猪苗代一は商工会青年部に
町綱引大会でチームワークを競う

全４部門で活躍を見せた「猪小 1999」のメンバー


